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五
十
鈴
老
母

　

田
中
最
後
の
彫
刻
作
品
。
モ
デ
ル

は
三
重
県
伊
勢
市
の
銘
菓
「
赤
福
」

店
主
。
頭
部
は
伊
勢
で
作
り
、
体
は

上
野
桜
木
町
の
ア
ト
リ
エ
と
小
平
の

自
宅
で
作
り
ま
し
た
。

開館時間　午前10時〜午後４時
休館日　火曜日（祝日に当たる場
合は、その翌日）
観覧料　一般…300円（220円）、
小・中学生…150円（110円）
※カッコ内は、団体20人以上。
※駐車場を利用の方はご相談くだ
さい。
問合せ　平櫛田中彫刻美術館
☎042（341）0098

一橋大学
小平国際
キャンパス

玉川上水

至 国分寺

小平
第四
小学校

西
武
多
摩
湖
線小平第四中学校

交番

五日市街道

商大橋

桜橋

一
橋
学
園
駅

平櫛田中彫刻美術館
Ｎ

梅
が
見
え
る
居
間

　

上
野
の
家
は
ア
ト
リ
エ
主
体
の
造
り
に
対

し
て
、
小
平
の
家
は
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
た
め

に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
梅
が
好
き
だ
っ
た
田
中
は
、
居
間
の
こ

た
つ
か
ら
梅
の
木
が
見
え
る
よ
う
母
屋
（
居

間
の
あ
る
建
物
）
の
位
置
を
決
め
ま
し
た
。

　

居
間
に
面
し
た
庭
を
担
当
し
た
の
は
、
柴

又
帝
釈
天
を
手
が
け
た
永
井 
楽  
山 
さ
ん
で

ら
く 

ざ
ん

す
。

「
こ
こ
に
こ
の
花
を
植
え
た
い
」「
こ
こ
に
花

を
植
え
た
ら
変
だ
」
時
に
は
激
し
く
意
見
を

ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
庭
造
り
は
進
み
ま
し

た
。
田
中
は
百
歳
近
く
、
楽
山
は　

歳
代
。

８０

お
互
い
の
こ
だ
わ
り
が
ぶ
つ
か
り
合
い
ま

す
。

　

庭
の
東
側
は
、
私
の
母
が
ベ
ッ
ド
か
ら
庭

の
景
色
を
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
、
椿
や

あ
じ
さ
い
、
梅
な
ど
の
鮮
や
か
な
花
を
植
え

ま
し
た
。
庭
に
は
田
中
の
思
い
が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

アトリエ
家の建設当初、アトリエはなく、彫刻制作は
上野桜木町まで通っていました。しかし、上
野までの移動が大変なこと、家でも創作をし
たいという想いから、アトリエを増築しまし
た。五十鈴老母
は、このアトリ
エで104歳の時
に完成させまし
た。

書
田中は、縁側や居間で庭の景色を楽しみなが
ら、のんびりと書を書くことを好んでいまし
た。晩年、107歳の時まで文字を書き、創作
への情熱を絶やすことはありませんでした。

生涯現役を貫く
「六十、七十は鼻たれ小僧。男ざかりは百から百から。わしもこ
れからこれから。」
田中が好んで使った言葉のとおり、100歳を超えても創作活動や
趣味を楽しんでいました。

彫刻材
100歳になった田中は、これから作る作品の
ための彫刻材として30年分制作できる巨木
を購入しました。
現在、当時購入
した木材のうち
の1本が飾られ
ています。

文字の研究
中国の古い書体などを研究し、ノート
に文字のかたちをメモして残し、書作
品の制作の参考にしていました。

居間から見事な梅を見ることができます

庭造りで意見をぶつけ合う
田中（左）と楽山（右）

一橋学園駅南口から徒歩１０分

旅行
日本芸術院会員に与えられる国鉄のパ
スポート（国鉄の電車賃が無料になる）
を使い、100歳でも旅行
を楽しんでいました。旅
行中は家族宛てに手紙を
書き、いつも家族を大切
に思っていました。

　

昭
和　

年
、
田
中
は
台
東
区
上
野

45

桜
木
町
か
ら
小
平
市
学
園
西
町
に
移

り
住
み
ま
す
。
昭
和　

年
に
百
7
歳

54

で
亡
く
な
る
ま
で
の
約　

年
間
を
小

10

平
で
過
ご
し
ま
し
た
。
田
中
が
過
ご

し
た
小
平
で
の
暮
ら
し
を
、
家
族
と

し
て
一
緒
に
過
ご
し
た
平
櫛
館
長
が

紹
介
し
ま
す
。

田
中
が
愛
し
た
地

小
平

大
好
き
な
玉
川
上
水

　

鏡
獅
子
制
作
の
合
間
に
、
田
中
は
「
小
川

新
田
（
当
時
の
小
平
の
地
名
）
に
行
こ
う
」

と
言
っ
て
子
ど
も
の
こ
ろ
の
私
や
家
族
を
連

れ
て
何
度
も
小
平
の
玉
川
上
水
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
鏡
獅
子
の
制
作
を
再
開

し
た
昭
和　

年
代
後
半
の
こ
ろ
か
ら
で
す
。

２０

　

今
思
う
と
、
こ
の
と
き
か
ら
将
来
小
平
に

住
も
う
と
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

小
平
に
住
む

　
　

歳
と
い
う
高
齢
で
、
突
然
小
平
に
住
む

９７
と
言
っ
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

　

体
が
弱
か
っ
た
私
の
母
（
田
中
の
娘
）
が

住
み
や
す
い
環
境
を
望
ん
で
い
た
こ
と
や
、

家
の
設
計
を
し
た
建
築
家
、
大
江
宏
さ
ん
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
大
好
き
な

玉
川
上
水
や
、
武
蔵
野
の
雰
囲
気
が
あ
る
小

平
に
住
み
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

晩
年
、「
小
平
は
い
い
」
と
よ
く
言
っ
て
い

て
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た
地
で
し
た
。

平櫛田中彫刻美術館
館長　平櫛弘子
田中の孫。田中が107歳で亡く
なるまで、彫刻制作や身の回り
の世話など、生活を支えた。平
櫛田中作品の唯一の鑑定者。


